
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市立札幌開成中等教育学校 5期生 第 3 学年通信 

発行：平成３1 年３月 4日 月曜日 

 2 月 22 日にカーリング体験に行きました。ほぼ全ての人が初体験でしたが、楽しく学ぶことができました。今

回は、カーリング体験の感想を紹介します。 

 さて、いざ感想を書いてみると、僕はこういったプリントなどに載る文章は書いたことがなく、今書きながら僕の

文がプリントに載ることを想像すると、緊張して思わず筆が止まりそうにます。とはいえ感想文ですから、カーリン

グ体験を通して感じたことを素直に書けば良い訳で、つまり僕は、もっと筋トレをしなければ、と感じた事をここに

書き留めます。カーリングのストーンを投げる体勢は、皆さんご存知でしょうか。左足を前に出し、体勢を低くして、

体全体でストーンを投げるあの姿勢です。僕にとってストーンを投げるのは、至難の技でした。何度も生まれたての

子鹿のようになりながら、滑るというよりは転ぶようにしてストーンを投げていました。それでもとても楽しかった

のですが、やはり１人の男としては、カッコ良くありたいので、もっと筋トレをして、カーリングも他のスポーツも楽し

く、そしてうまくこなせるようになりたいです。                         (３年 2 組 男子) 

 私実は致命的にスポーツができないわけなんですが、今回のカーリングはとても楽しめました。と、書きますと

今まで全く運動ができなかった 15 歳の潜在していたカーリングの才能が突然開花、本人驚きながらも敵チーム

を華麗に倒し大活躍したように錯覚する方もいるかと思われますが、残念ながら何も開花しませんでしたし大し

た活躍もしませんでした。ひとつ挙げるとするなら思っていたより広かった氷上において馬鹿でかい声がよく聞

こえたことぐらいでしょうかね。裏方の私でも発声練習が活かせる機会があってほんと良かったですね。滑るし転

ぶし進めないし、20 キロのストーンは重すぎてガードゾーンにすら入らないしでしたが作戦を考えたりストーンを

ハウスまで一生懸命運んだりするのはとても楽しかったです。ストーンは投げられないけどスイーパーとしてゲー

ムに参加できたし、転んだりストーンが重かったりも含めて愉快でした。今まではスポーツってできる人間だけが

楽しいものだと思っていたのですが、できないなりに別の角度から努力してみると案外楽しいものなんだなと思

いました。                                      (３年１組 女子) 



 

3 月の登校も残すところあと 14 日となりました。義務教育が終了しますので、他高校と同様に新年度の

準備を学校から出るプリントをよく読んで、生徒とご家庭で進めることになります。特に現金を生徒が持参

して購入することが増えますので、ご家庭の準備と生徒の自己管理が必要になります。 

◎教科書、副教材の購入 

ご存知のこととは思いますが、義務教育が終了しますので、教科書が有料になります。販売会社が本校

に来て、教科書・副教材販売を行います。詳しいプリントは間もなく出ると思いますが、保護者の皆様は購

入金額（約 1 万 6 千円）のご準備をお願いします。また、芸術科目の教材購入は、4 月上旬に予定されてい

ます。生徒の皆さんは家庭への連絡を確実に行ってください。そして、自分で購入することになりますの

で、買い忘れや紛失のないようにしてください。 

◎海外見学旅行のコース決定と積み立てについて 

 2 月 26 日に抽選を行い、海外見学旅行のコースが決定しました。つきましては、3 月 15 日の学年懇談会

で旅行代金の積み立てなど、旅行業者から説明があります。保護者が参加できないご家庭には、これまで

同様生徒を通じて当日のプリントが配付されますのでご確認ください。 

◎各種証明書の発行について 

 義務教育終了となりますので、後期からは、生徒が事務室に行って、自分で手続きを行ってください。就

職、大学進学の手続きに際して、必要となる個人の力を身に付けてください。 

 様々な人々に支えられて、今回の行事が執り行われたのだと実感する場面があったので紹介させていただこ

うと思う。カーリングの前に、私たちは講習を受けた。スライドを用意してプレゼンテーションをしてくださった。ア

ニメーションをつけ、シートの端から端へ動くストーンを表現するなど、私たちが分かりやすいように工夫されてい

ることが見てとれた。また私たちはカーリング終了後、2 階の観客席へ上がった。席から眼下を見渡すと、そこには

氷を掃きストーンの裏を拭い、時折指示を伝えながら、忙しなく動くスタッフの方々の姿があった。 

カーリングをやっていた時は全く上手くいかず、駿馬の如く氷上を滑走する中島さんの姿に刮目しては現実か

らの逃避行を繰り返していた。思い返すと良い思い出ばかりである事に、私自身非常に驚いている。今後も、色々

な方に助けていただいているということを自覚しながら、楽しんで行事に参加していきたい。 

(３年４組 女子) 

 「今年はカーリングやるよ。」と聞いて、私は少し安堵した。なぜなら、昨年のスケートの授業がとても難しかった

からだ。カーリングは片方の足しか滑らないのでスケートよりも簡単かと思っていた。しかし、リンクに上がると左

右の足が同じように動かないことでバランスが取りにくいうえに２０㎏ものストーンを遠くまで滑らせる事はとて

も難しかった。リンクに上がる前、２００２年にオリンピックに参加した小仲さんからの話を聞いた。小仲さんは「カーリ

ングは 4０m 先で行う数センチ、数ミリの勝負」と仰っていた。実際にやってみると、ストーンをハウスの中心に向け

て真っ直ぐに適度な強さで滑らせることは決して容易ではなく、テレビで見たカーリング選手に対して尊敬の念

を抱いた。また、ストーンの送り出しを多少失敗しても仲間のスウィーパー達でフォローできるところにチームスポ

ーツの魅力を感じた。そして私の学年にはカーリングに打ち込む素晴らしい選手もいるので日本のカーリングを

今後も応援していきたい。                                                         (３年３組 女子) 


